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＜参考＞ 
１．国際勧告等との関連 

本標準は、２０００年３月のＩＴＵ－Ｔ ＳＧ２会合において承認されたＩＴＵ－Ｔ勧告Ｆ．１１６に

準拠している。 

 
２．上記国際勧告等に対する追加項目等 
2.1 オプション選択項目 

 な し 

 
2.2 ナショナルマター項目 

 な し 

 
2.3 上記国際勧告より削除した項目 

 な し 

 
2.4 その他 

  (1)  ＩＴＵ－Ｔ勧告との章立て構成比較表 

 

 ＩＴＵ－Ｔ勧告 本標準 

 Ｆ．１１６ ＪＴ－Ｆ１１６ 

 

 
３．改版の履歴 
 
 版 数 発  行  日 改 版 内 容 

 第１版  ２０００年 ４月２０日 制 定 

 

 
４．参照している勧告、標準など 

ＴＴＣ標準  ：  ＪＴ－Ｆ１１５ 

ＩＴＵ－Ｔ勧告：  Ｆ．１１１、 Ｆ．１１５、 Ｆ．７００、Ｑ．１７０１ 

ＩＴＵ－Ｒ勧告：  Ｍ．８１６、 Ｍ．１０７８、 Ｍ．１２２３ 

 

 
５．工業所有権 

 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧

になれます。 
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１．概 要 
 IMT-2000 は、地上または衛星をベースとする第三世代移動システムである。このシステムはサービス規

定の見地からするとネットワークであるとしてよい。このシステムは、独立で運用される移動システムと

して、または固定網の一部として利用されてもよい。 

 
２．範 囲 
 本標準は IMT-2000 システムに適用するサービス機能と運用規定を記述する。本標準ではサービス機能と

能力のセットを、必須なものといくつかのオプションで定義する。その目的は、サービスの表現方法を標

準化し、ユーザがネットワークの境界をまたがって容易に世界規模で移動できるようにすることである。 

 

３．参 照 
 以下のＴＴＣ標準およびＩＴＵ－Ｔ／Ｒ勧告は、本標準に関する情報を含んでいる。 

 

 ＴＴＣ標準 

  ＪＴ－Ｆ１１５  将来の公衆陸上移動通信システムのサービス目標と原則 

 ＩＴＵ－Ｔ勧告 

  Ｆ．１１１       Principles of Service for Mobile System 

  Ｆ．７００ドラフト版  Framework Recommendation for Audiovisual/Multimedia Services 

  Ｑ．１７０１      Framework for IMT-2000 Networks 

 ＩＴＵ－Ｒ勧告 

  Ｍ．８１６－１ Framework for Services Supported on International Mobile Telecommunications 2000 

  Ｍ．１０７８  Security Principles for IMT-2000 

  Ｍ．１２２３  Evaluation of Security Mechanism for IMT-2000 

 

４．用 語 
4.1 移動端末 

 本標準の目的に対し移動端末には無線通信装置、特にサービス装置（例えば、電話機（ハンドセット）、

ファックス装置）とユーザ識別モジュールの双方を含んでいる。数種類の端末装置（例えば、ISDN の

TE）は移動端末に接続される。 

 

4.2 ユーザ識別モジュール 

 ユーザ識別モジュールは、IMT-2000 への無線アクセスに対して、ユーザまたは端末の登録、認証、そし

てプライバシを補助して安全な手順を提供している基準装置または機能部であり、テレコミュニケーショ

ンサービスや他のサービス（例えば、UPT、銀行取引）を簡単に利用できるようにアプリケーションデー

タを含めることができる。 

 

4.3 仮想ホーム環境 

 仮想ホーム環境は、在圏網でもホーム網と同じサービスをユーザに提供する機能である。 

 仮想ホーム環境が実際のホーム環境と合致する度合いは、例えば在圏網とホーム網間の協調の範囲、そ

れらに関連する技術的な能力およびユーザ端末の整合性に左右される。 

 

５．モビリティコンセプト 
5.1 端末モビリティ 

 移動中や異なった位置からテレコミュニケーションサービスをアクセスするための端末の能力、および

その当該端末を識別して位置を特定するための網の機能。 
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説明）移動条件には、静止状態を含んでいる。このモビリティの側面は、IMT-2000 に関係する固定端末の

コンセプトを排除することはない。 

 

5.2 標準端末装置ポータビリティ 

 １台の端末装置を持ち運んで、それを異なる IMT-2000移動端末に接続することができる。 

 

5.3 IMT-2000ユーザモビリティ 

 IMT-2000 ユーザモビリティは、IMT-2000 移動端末間で IMT-2000 ユーザの識別子を転送することを可能

にする機能である。 

 IMT-2000 ユーザモビリティでは、ユーザ識別モジュールのアプリケーション（例えば、スマートカー

ド）を用いて、IMT-2000ユーザが自分の移動端末を IMT-2000移動端末に設定することができる。 

 この方法で、IMT-2000 ユーザはどの IMT-2000 移動端末でもそれらのサービスプロファイルに記述され

たテレコミュニケーションサービスにアクセスすることができる。 

 

６．柔軟なサービス規定の提供 
 IMT-2000 では、網間のローミングや相互運用を強制することなく、どのユーザも個々の要求を満たすこ

とができるような柔軟な方法で、サービスが提供される。例えば、網のプロンプトやアナウンスを受信す

るために、ユーザは言語を選択することができる。１つのアプローチとして、仮想ホーム環境のコンセプ

トがサービスを受けるためのより容易な手段として提示されている。 

 適切なビジネスの契約や協定によって仮想ホーム環境が適用される場合、以下のようなオプションがあ

る。 

  - ユーザのサービスプロファイルおよびそのユーザが使い慣れているマンマシンインタフェースが記録

され、それらをホーム網から在圏網へ電子的に転送することができる。 

  - ユーザのサービスプロファイルおよび／またはそのユーザが使い慣れているマンマシンインタフェー

スが部分的にユーザ識別モジュール内に記憶され、残りの情報はホーム網の適切なデータベース内に

記憶されている。 

  - ユーザのサービスプロファイルおよび／またはそのユーザが使い慣れているマンマシンインタフェー

スがユーザ識別モジュール内に全て記憶されている。 

 

 ホーム網の外にローミングするユーザに対しては、十分な情報がホーム網によって提供されれば、どの

在圏網でもホーム網と同様な方法で全てのサービスに関連した機能を実行することができる。 

 

７．ユニバーサルベアラ能力の取扱い 
 IMT-2000 システムは能率的で経済的、かつユーザフレンドリな方法でディジタル伝送に基づいたサービ

スを提供する。サービス要求者が網に要求するサービスの特徴を伝達することで操作を最大限に容易にす

ることができる。この特徴には、サービスタイプとそのサービス品質の組み合わせを含んでいる。網はそ

の要求を実行するか、またはその要求者に正当な代替案を提示する。 

ユニバーサルベアラサービスでは、例えば 3.1ｋHz オーディオ UDI、マルチキャスト、グループ放送、

音声放送、グループコールといった第二世代サービスと相互に接続できたり、それらのサービスを IMT-

2000のサービスとして実行できる。 

 次のサービスタイプは ITU で定義されたプロトコルを用いて、または IETF（Internet Engineering Task 

Force）で定義されたプロトコル（IP）経由で提供される。IP の特殊なケースでは、静的と動的の両方のア

ドレッシング能力が、サービスに対して、関連付けられたモビリティのサポートを提供するために使用さ

れる。 
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 さらに、あいまいなルーチングを避けるためにサービス提供者オプションとして複数同時セッション制

御が提供される。 

 

7.1 データサービスタイプ 

 IMT-2000により提供されるデータサービスタイプは次のように分類される。 

 

 通信形態： 

  ・ ポイント・ポイントサービス 

  ・ ポイント・マルチポイント放送サービス 

  ・ ポイント・マルチポイントマルチキャストサービス 

  ・ マルチポイント・マルチポイントサービス（例えば、内容が様々な発信元を有するマルチメディ

アサービスには必要である） 

 エリア選択： 

  ・ 地理的なエリア選択 

  ・ アドレスドメイン選択 

  ・ マルチキャストグループ選択 

  ・ IPにおける静的および動的アドレッシング 

 網サービスに対する通信モード 

  ・ コネクションレス網サービス 

  ・ コネクションオリエンテッド網サービス 

  ・ ITUプロトコルまたは IETFプロトコル経由 

 タイミング関係 

  ・ 発信元と接続先との間でのタイミング関係あり 

  ・ 発信元と接続先との間でのタイミング関係なし 

 ビットレート 

  ・ 固定ビットレート 

  ・ 可変ビットレート 

  ・ 非対称 

 

7.2 サービスカテゴリ品質 

 ユーザが要求できるサービスの品質は、例えば次のカテゴリにより説明される。 

  ・ ベストエフォート 

または、 

  ・ 以下のパラメータを含む QoS保証 

      ビットレート 

      スループット 

      遅延 

      最大ビット誤り率 

 

7.3 組合せ例 

 タイミング関係、ビットレート、および通信モードの属性によって、様々なベアラクラスは識別でき、

様々な通信形態とエリア選択の範囲内で使用できる。さらに、様々なベアラクラスは QoS パラメータの設

定によって制限される。 
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８．IMT-2000におけるマルチメディアサービスの提供 
 マルチメディアサービスは２つ以上のメディアを結合して１つの統合されたサービスにする。ユーザの

観点からすれば、マルチメディアテレコミュニケーションサービスは特定のマルチメディアアプリケーシ

ョンを提供するために必要な IMT-2000 テレコミュニケーション機能の組み合わせである。IMT-2000 事業

者の観点からすれば、マルチメディアテレコミュニケーションサービスはメディア構成要素（例えば、オ

ーディオ、ビデオ、グラフィックスなど）の２つ以上を組み合わせたり、さらにそれらを組み合わせて提

供する。 

 １つまたはいくつかのマルチメディア通信タスクにより提供される IMT-2000 マルチメディアサービスの

例は、以下の通りである。 

 ・ モビリティ型サービス（位置情報サービスのように、特にユーザのモビリティに関連する） 

 ・ 会議型サービス（音声と動画像の双方向同期リアルタイム転送を提供する） 

 ・ 対話型サービス（リアルタイムのエンド・エンド情報転送を用いて双方向対話通信を可能にする） 

 ・ 分配型サービス（中央の発信元から連続的な情報の流れを提供する） 

 ・ 検索型サービス（１つの発信元から情報を同時に検索することを可能にする） 

 ・ 収集型サービス（いくつかの発信元から情報を並列に検索することを可能にする） 

 ・ メッセージ型サービス（情報蓄積転送機能を用いてユーザ・ユーザ通信を提供する） 

 

９．IMT-2000サービス能力 
9.1 プライバシおよび不正防止 

 IMT-2000 ユーザ、サービス提供者および網運用者を保護するセキュリティ機構は、プライバシと不正防

止を最大限に保証するために次の機能を提供する。それらは、少なくとも第二世代無線システムで提供さ

れているものと同等である。 

 ユーザ／端末モビリティおよび IMT-2000 網間ローミングに起因するセキュリティの問題として、次の事

項を考慮する必要がある。 

  - ユーザーメッセージの機密性 

  - ユーザ／加入者に関連したデータのプライバシ 

  - 課金データのプライバシ 

  - ユーザ－ユーザ識別モジュール、ユーザ識別モジュール－網、網－ユーザ識別モジュール、サービス

提供者－網運用者、在圏網－ホーム網等の認証 

  - イベント報告とイベント制限 

 

 上述の機能は、ユーザへトランスペアレントな方法で、または少なくともユーザフレンドリな方法で実

行される。通常運用でのサービス品質上の影響は、最小限に留める必要がある。 

 ローミング時には、サービスに関連したセキュリティ機能が動作する。 

 在圏網がホーム網の運用者にとって必須のセキュリティ機能を提供できない場合、その旨がホーム網に

通知される。その場合、ホーム網では適切な処置をとり、サービスの透過性を保証することができる。 

 セキュリティ機能はサービス提供者によって定義され、サービスの不可欠な部分となる場合がある。 

 なお、IMT-2000 に対するセキュリティ機能およびセキュリティ機構の詳細は、ITU-R 勧告 M.1078 およ

びM.1223を参照されたい。 

 

9.2 緊急呼提供サービス 

 すべての IMT-2000移動端末でも緊急呼センタへ発呼することが許可される。 

 緊急呼が移動端末で生起されたことを緊急呼センタは（例えば、トランクグループに基づいて）推論で

きる。利用可能な場合、移動端末の現在位置は緊急呼センタへ供給される。その呼の応答で、緊急呼セン
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タは通常の音声接続を利用して発信者と通信することができる。緊急呼センタとの呼の確立後、発信者が

事前に「保留」しておいた 1 ユーザまたは複数のユーザを会話に加えることができる。発信者か緊急呼セ

ンタの何れかが切断すると呼は解放される。緊急呼の解放後、発信者へ再び呼を設定することができるた

めの十分な情報が緊急呼センタには提供される。 

 緊急呼のコンセプトは聾唖に対する音声およびテレコミュニケーション装置／テキストテレフォニィ

(TDD/TTY)に適用できる。 

 国別かつ／またはサービス提供者に対するオプションには以下が含まれる。 

 a) 通常の発呼と比べ緊急の発呼には少ない無線リソースに対して優先アクセス権またはアクセス順を付

与するアクセスコンセプト 

 b) 認証や正当性検証の基準を下げて緊急コールセンタへの発呼を許可するファシリティ。例えば、端末

内にユーザ識別モジュールがない状態での発呼を可能にする。 

 

9.3 マンマシンインタフェース機能 

 マンマシンインタフェースはユーザ端末アクセス、網アクセス、呼設定、およびサービス制御に関する

役割を演じる。マンマシンインタフェースのある側面をユーザに対してカスタマイズすることが可能であ

る。また、ユーザにとって親しみやすいマンマシンインタフェースの提示が仮想ホーム環境の中心部を形

成する。サービス提供者は仮想ホーム環境を用いて目的に合わせたマンマシンインタフェースソリューシ

ョンを提供することができる。マンマシンインタフェースは仮想ホーム環境をサポートするために、異な

る網をまたがってさえもシームレスなサービス規定を許容することができたり、異なる端末にアクセスで

きるといった要求に応じる。本標準は、詳細なマンマシンインタフェース仕様を規定することを意図して

いるわけではないが、端末製造者によって提供された機能と仮想ホーム環境によって要求された機能とを

統合するフレンドリなマンマシンインタフェースを提供されることがユーザにとって望ましい。 

 

9.4 ユーザ登録 

 ユーザ登録は、テレコミュニケーションサービス（例えば、着信呼の受信や呼の発信）をアクセスする

ためにユーザが自分自身および自分のサービスプロファイルを端末と関連づけて、それにより網がその端

末とその端末に関連づけられたユーザの存在位置を認識する機能である。 

 IMT-2000 ユーザを IMT-2000 端末に登録するためには、そのユーザと関連づけたユーザ識別モジュール

が物理的に端末内に存在する必要がある。ユーザ認証は、ユーザ登録毎に実行される。ユーザが明白な登

録解除を行う。 

 IMT-2000網では UPTを提供する能力と、その結果として UPTのユーザ登録を規定する。 

 

9.5 複数のプロファイル／加入契約 

 ユーザにおいては、単一のユーザ識別モジュールを用いて１サービス提供者からあるサービスを得るこ

とおよび別のサービス提供者からいくつかの他のサービスを得ることが可能である。単一ユーザ識別モジ

ュールで複数の加入契約がなされる場合、次の原則を適用する。 

・１つのユーザ識別モジュールにいくつかのサービス提供者の加入契約がある場合には、異なる番号が

サービス提供者毎に使用される。すなわち占有番号は使用できない。 

・発信呼に関して、ユーザは呼に基づいてまたは加入契約に基づいて、使用すべきサービス提供者を選

択することができる。 

・同時に多様な加入契約を活性化することは可能である。 

・１つの網運用者によってサポートされた端末では、その端末に別々のサービス提供者のユーザを関連

付けることができることが必要である。そのような能力は各関連ユーザのサービス提供者がその端末

をサポートしているサービス提供者に同意をとるものと推測する。 
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9.6 IMT-2000サービスプロファイル管理 

9.6.1 IMT-2000プロファイル照会 

 本機能では、ユーザがサービスプロファイル（例えば、位置情報、サービスの有効性、課金情報など）

の現在の状態を照会することを可能にする。 

 プロファイルに含まれるデータにはユーザには見えないように制限されたものがある。ユーザ認証／有

効性検証のセキュリティ手順はプロファイル照会毎に実行される。 

 

9.6.2 IMT-2000プロファイル更新 

 本機能では、ユーザが現在のサービスプロファイル（例えば、サービスの有効性、パスワード変更など

に関して）更新することを可能にする。 

 プロファイルに含まれるデータにはユーザには見えないように制限されたものがある。ユーザ認証／有

効性検証のセキュリティ手順はプロファイル照会毎に実行される。 

 

9.6.3 IMT-2000プロファイルポータビリティ 

 IMT-2000 における仮想ホーム環境のコンセプトでは、ホーム網の外へローミングする時にユーザのサー

ビスプロファイルを使用することが必要である。ユーザのサービスプロファイルを完全に適用することは、

技術的またはビジネス上の制約あるいはその他の理由で制限される場合がある。 

 

9.7 ローミング能力 

 IMT-2000 網は柔軟なサービス規定の環境でホーム網外へのローミングを容易にする仮想ホーム環境サポ

ートを規定する。 

 

9.8 アドレッシング能力 

 IMT-2000 は現在の網に存在する従来から使われているアドレッシング方法、例えば E.164 電話番号、パ

ケットデータ網の X.121 または X.400 または IP アドレスまたは電子メールの名前をサポート可能である。

IMT-2000 はより多くの統合アプローチもサポートするが、マルチメディア呼は全てのこれらの機構を使用

することなしに呼設定できる。 

 

 IMT-2000 の信号方式の能力には、番号、文字、文字と番号両用の名称付与体系をサポートするという一

般的なサービス要求がある。 

 
9.9 無線サービスの利用 
9.9.1 無線サービス規定 
 無線サービスの利用では、IMT-2000の加入者が最初にサービス提供者と加入契約を交渉し、次に無線で
自動手順を用いて加入契約を修正することを許容する機能を規定している（この自動手順はサービス提
供者側において人の介在がないことが必要とされているという真実を伝えようとしている）。 

 

9.9.2 無線プロファイル管理 

 無線プロファイル管理は、サービス提供者が必要により自動的にユーザプロファイルデータを更新する

ことができる機能である。例えば、ユーザのローミング中に使用するシステム選択参照リストの更新。 

 

9.10 優先アクセス 

 サービス提供者オプションとして、および国内要求を条件として、ユーザに優先アクセスと割当てを提

供することができるように、いろいろなサービスクラスを作り出すことが考えられる。この機能は無線チ

ャネルが利用できない場合に機能する。無線チャネルが利用できるようになるまでユーザはキューシステ
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ムにつながれたままである。その場合に最初の割当てチャネルは優先サービスのクラスに準拠して最初に

供される。一方、割当て待ちのキューにおいて、ユーザはビジー状態にあるものとする。 

 

9.11 位置情報サービス 

9.11.1 位置決定 

 位置情報で、IMT-2000 ユーザの位置を決定することができる。位置決定は、ユーザ、網または網外のユ

ーザ（例えば、緊急呼センタ）によって行われる。また、位置決定は、能力、セキュリティ、サービスプ

ロファイル等に基づいた種々の制限に左右される。 

 

9.11.2 緊急呼 

 緊急呼の特殊ケースでは、主官庁規定の範囲内で IMT-2000 端末の位置を識別するために本機能が必要と

なる。 

注：アメリカ合衆国の例では、全体の 67％が半径 125ｍの範囲内で識別される。(または、より良いとされ

ている。) 

 衛星ベースのシステムに対する位置情報サービスは、本標準では扱わない。 

 

9.11.3 位置登録 

 位置登録に基づいたサービスは、利用地域に応じて適応する条件を加入者に提供する。例として住宅地

やオフィス街に限定されたサービス提供が挙げられる。 

 

9.12 識別サービス 

 公共の安全性や公共サービスの考慮から、識別サービスは、網内の識別子や網アドレス、位置情報など

の IMT-2000のユーザパラメータを、エンドユーザに対し、様々なケースで利用可能とする。 

 例えば、緊急呼制御センタは、緊急呼に対し、以下を実現するために IMT-2000 全ユーザパラメータを必

要とする。 

   ・発ユーザ識別 

   ・発ユーザへのコールバック 

   ・緊急サービスのための発ユーザ位置情報識別 

これらの情報は網の発信側で生成され、必要時に送達される。 

 公共の安全性や公共サービスという点では、着側 IMT-2000 ユーザの情報、すなわち着側 IMT-2000 ユー

ザ識別子、着信呼の IMT-2000網アドレス、および呼受信者の位置情報が必要である。 

 これらの IMT-2000ユーザパラメータは、着信側で生成され必要時に送達される。 

 

9.13 テレサービス提供能力 

 既存の電話システムで提供されているサービス（例えば、メッセージング、音声、ファクシミリ、ペー

ジング）と同様に、テレサービスが IMT-2000でも提供される。 

 

9.14 付加サービス提供能力 

 既存の付加サービスや新付加サービスは、IMT-2000でも提供される。付加サービスの例を次に示す。 

 a) 番号通知付加サービス 

（例えば、短縮ダイヤル、発信者番号通知／発信者番号通知制限、接続先番号通知／接続先番号通

知制限、悪意呼通知、ユニバーサルアクセス番号、複数加入者番号、発信者名通知／発信者名通知

制限、発信番号識別子通知／発信番号識別子通知制限） 

 b) 呼提供付加サービス 

（例えば、呼分配、呼毎着信転送、無制限着信転送、ビジー時着信転送、無応答時着信転送、未達
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時着信転送、デフォルト着信転送、ユニバーサルアクセス番号、移動先検索、着信音鳴り分けサー

ビス） 

 c) 呼完了付加サービス 

（例えば、保留、コールウェイティング、話中時再呼出し） 

 d) 複数ユーザ付加サービス 

（例えば、会議電話、三者通話） 

 e) 特定グループ付加サービス 

（例えば、閉域接続、仮想私設網） 

 f) 課金付加サービス 

（例えば、料金カード呼出し、課金情報通知、クレジットカード呼出し） 

 g) 付加情報転送付加サービス 

（例えば、ユーザ・ユーザ情報転送、メッセージウェイティング通知） 

 h) 呼規制付加サービス 

（例えば、発信呼／着信呼禁止の選択または検証、パスワード／ＰＩＮ規制） 

 

9.15 音声認識提供能力 

 音声認識は、音声コマンドで制御機能および付加サービスをユーザが活性化する。 

 （例えば、呼の発信、機能の活性／非活性、登録操作、ユーザ識別、検証および認証、ショートテキス

トメッセージの送出とショートメッセージサービスへのアクセス） 

 

9.16 言語選択 

 加入者は、本機能により網サービスに対し言語を指定できる。加入者が言語選択できる網サービスとし

て以下が挙げられる。 

   ・アナウンス記録 

   ・ディレクトリアシスタント 

   ・オペレータサービス 

   ・緊急サービス 

   ・「ヘルプ」回線 

   ・メッセージウェイティング通知 

   ・発信者番号通知利用制限 

   ・発信者番号通知制限
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